
本
書
『
イ
ン
ド
哲
学
概
論
』
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
通
り
イ
ン
ド
の
哲

学
を
体
系
的
に
論
じ
た
本
格
的
概
論
害
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
仏
教
に
関
す

る
概
論
は
存
在
し
た
が
、
イ
ン
ド
哲
学
を
専
門
に
扱
っ
た
も
の
は
皆
無
に

等
し
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
同
書
は
、
多
様
な
イ
ン
ド
哲
学
の
体
系
を
ま

と
め
た
わ
が
国
初
の
成
果
と
し
て
、
仏
教
研
究
に
偏
り
が
ち
な
日
本
の
イ

ン
ド
思
想
研
究
に
一
石
を
投
ず
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
村
上
真
完
博
士
は
、
『
サ
ー
ン
ク
ャ
哲
学
研
究
ｌ
イ
ン
ド
哲
学

に
お
け
る
自
我
観
ｌ
』
や
『
仏
の
こ
と
ば
註
１
．
ハ
ラ
マ
ッ
タ
・
ジ
ョ
ー
テ

ィ
カ
ー
ｌ
』
（
い
ず
れ
も
春
秋
社
後
者
は
共
著
）
等
の
既
存
の
書
か
ら
も

知
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
学
界
を
代
表
す
る
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。

学
識
豊
か
な
博
士
の
手
で
本
書
の
よ
う
な
意
義
あ
る
概
論
書
が
書
か
れ
た

こ
と
は
、
我
々
研
究
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

な
お
筆
者
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
正
統
派
哲
学
の
研
究
を
専
門
と
す
る

者
で
は
な
い
の
で
、
細
部
に
つ
い
て
批
評
す
る
の
は
差
し
控
え
た
く
、
む

し
ろ
概
論
と
し
て
の
効
用
と
い
う
観
点
か
ら
本
書
を
論
じ
て
み
た
い
と
思

気
ノ
。

さ
て
、
本
書
の
も
つ
意
義
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
最
大
の
特
色

は
、
論
題
を
存
在
論
と
認
識
論
に
絞
っ
た
１
’
－
１
ク
な
構
成
に
あ
る
と
言

村
上
真
完
著

『
イ
ン
ド
哲
学
概
論
』

茨
田
通
俊

っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
の
諸
思
想
を
紹
介
し
た
概
論
は
、
思
想
史

や
哲
学
史
と
い
っ
た
形
を
採
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
各
思
想
の
発
展
過

程
や
学
派
間
で
の
論
争
の
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
、
歴
史
的
考
察
の
み
が
イ

ン
ド
思
想
を
知
る
方
法
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
は
主
と
し
て
、
諸

学
派
の
哲
学
的
思
弁
が
体
系
化
さ
れ
た
時
代
の
理
論
を
扱
っ
て
お
り
、
基

本
的
な
事
項
を
羅
列
し
た
入
門
書
や
思
想
紹
介
に
終
始
す
る
概
説
の
類
で

は
な
い
。
上
記
の
ふ
た
つ
の
主
題
を
中
心
に
し
て
、
系
統
づ
け
ら
れ
た
哲

学
思
想
を
論
じ
る
本
書
は
、
従
来
の
通
史
に
依
ら
な
い
新
し
い
視
点
に
立

っ
た
概
論
と
言
え
よ
う
。

ま
た
本
書
で
は
、
著
者
に
よ
っ
て
「
自
ら
哲
学
す
る
」
こ
と
の
必
要
が

説
か
れ
る
。
た
だ
原
典
解
読
や
知
識
の
修
得
で
終
わ
ら
ず
、
自
ら
の
思
惟

を
深
め
る
こ
と
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
三
宅
剛
一
及
び
西
田

幾
多
郎
の
『
哲
学
概
論
』
に
そ
う
し
た
姿
勢
を
学
び
、
本
書
の
基
本
的
な

構
想
も
こ
の
両
書
に
依
っ
て
い
る
。
自
ら
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
ド

古
来
の
哲
学
思
想
を
深
く
理
解
す
る
と
い
う
本
書
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
、

本
文
を
読
む
中
で
も
汲
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。

本
論
の
内
容
に
目
を
移
せ
ば
、
著
者
自
身
の
業
績
に
多
く
を
頼
る
部
分

は
論
考
も
さ
す
が
に
深
く
、
引
用
す
る
文
献
資
料
の
範
囲
も
自
ず
と
広
く

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
他
の
箇
所
も
信
頼
し
う
る
研
究
に
基
づ
い
て
書
か

れ
て
あ
る
の
で
、
概
論
と
し
て
安
心
し
て
使
用
で
き
よ
う
。
加
え
て
、
著

者
自
ら
の
見
解
も
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
が
単
な
る
通
説
に
留
ま
ら
な
い

由
縁
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
専
門
的
な
内
容
に
も
踏
み
込
ん

で
論
じ
て
お
り
、
全
く
の
初
学
者
は
、
イ
ン
ド
思
想
に
対
す
る
ひ
と
通
り

の
知
識
を
得
て
か
ら
本
書
を
ひ
も
と
く
方
が
、
著
者
の
意
図
に
沿
っ
た
利
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用
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
本
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
論
証
の
際
に
原
典
が
豊
富

に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
論
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

読
む
者
の
理
解
を
助
け
る
し
、
引
用
資
料
の
出
典
が
す
べ
て
明
確
で
あ
る

の
で
利
用
す
る
の
に
都
合
が
よ
い
。
ま
た
、
各
思
弁
の
発
生
起
源
や
後
の

論
議
の
進
展
に
言
及
す
る
等
、
本
書
が
通
史
の
形
式
を
採
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
歴
史
的
視
点
が
無
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
に
、

他
の
諸
学
派
と
の
主
張
の
相
違
に
も
随
時
触
れ
ら
れ
る
の
で
、
思
想
の
推

移
と
交
渉
と
い
う
タ
テ
と
ヨ
コ
の
関
係
が
、
比
較
的
容
易
に
把
握
で
き
る

の
で
あ
る
。

ま
た
、
註
記
に
示
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
、
翻
訳
、
研
究
書
の
類
は
、
著
者

も
言
う
よ
う
に
す
べ
て
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
充
分

使
用
に
耐
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
単
な
る
知
識
の
提
供
に
終
わ
ら
ず
、

さ
ら
に
専
門
的
な
研
究
に
臨
も
う
と
す
る
学
習
者
へ
の
配
慮
を
念
頭
に
置

い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
体
を
通
じ

て
本
書
を
利
用
す
る
者
へ
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
概
論
書
と

し
て
高
く
評
価
で
き
る
点
で
あ
ろ
う
。

概
論
の
体
裁
上
、
文
は
概
ね
平
明
で
理
解
し
易
い
。
哲
学
思
想
を
扱
う

際
＄
読
者
は
認
識
論
関
係
の
術
語
を
中
心
に
、
常
に
原
語
に
基
づ
い
た
内

容
把
握
が
求
め
ら
れ
る
．
そ
の
点
本
書
は
、
用
語
の
も
つ
意
味
を
的
確
に

伝
え
る
こ
と
を
考
え
て
、
表
現
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
跡
も
窺
え
る
の
で
あ

る
（
「
具
有
不
一
二
元
論
」
？
』
Ｂ
〕
「
自
証
」
つ
い
駅
等
）
。

さ
て
本
書
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
存
在
論
と
認
識
論
の
ふ
た
つ
の
テ
ー

マ
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
二
種
に
よ
っ
て
基
本
的
な
理
論
の
把
握
は
可
能

で
あ
り
、
煩
墳
に
な
り
が
ち
な
哲
学
説
の
議
論
を
締
ま
っ
た
も
の
に
し
て

い
る
。
以
下
目
次
に
従
っ
て
本
吾
の
内
容
を
概
観
し
た
い
。

「
序
章
イ
ン
ド
哲
学
と
は
何
か
」
で
は
、
本
論
へ
の
導
入
と
し
て
、

イ
ン
ド
哲
学
の
研
究
姿
勢
と
そ
の
目
的
が
問
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
哲
学

研
究
の
方
法
に
つ
い
て
、
著
者
は
ま
ず
従
来
の
研
究
方
法
の
反
省
に
立
っ

て
、
原
典
を
深
く
理
解
し
、
そ
の
内
容
を
伝
え
る
確
か
な
表
現
力
を
培
う

た
め
、
自
ら
考
え
る
姿
勢
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
の
構
成
と

方
針
が
示
さ
れ
た
後
、
§
詠
い
昌
閣
を
初
め
哲
学
説
及
び
哲
学
一
般
を
意
味

す
る
諸
原
語
に
つ
い
て
検
討
、
さ
ら
に
知
と
哲
学
の
関
係
に
触
れ
、
解
脱

を
も
た
ら
す
真
理
の
知
を
探
求
す
る
と
い
う
イ
ン
ド
哲
学
の
特
徴
が
語
ら

れ
る
。第
１
章
は
「
世
界
と
自
己
」
と
題
し
て
、
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
の
存
在
論

に
つ
い
て
論
じ
る
。
自
己
の
本
源
や
世
界
の
原
因
を
探
求
す
る
存
在
論
は
、

常
に
イ
ン
ド
哲
学
の
中
心
的
な
課
題
で
あ
り
、
各
学
派
思
弁
の
基
調
を
成

す
も
の
で
あ
る
。

「
第
１
節
体
系
以
前
に
お
け
る
種
々
の
模
索
」
で
は
、
イ
ン
ド
最
古

の
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
諸
思
想
の
始
源
を
求
め
る
。
そ
こ
で
は
、
，
勢
力
（
潜

在
力
）
と
し
て
の
神
々
、
祭
祀
に
よ
る
自
己
と
神
と
の
融
合
、
人
間
の
身

心
の
機
能
と
神
格
の
合
一
と
い
っ
た
神
話
的
な
観
念
が
支
配
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
哲
学
的
思
索
が
未
体
系
の
時
代
に
は
、
諸
原
理
を
抽
象
的
観

念
で
は
な
く
、
神
格
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
考
え
方
の
中
に

も
後
の
哲
学
的
思
想
の
萌
芽
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
第
２
節
哲
学
（
一
元
論
的
世
界
観
）
の
発
見
」
で
は
、
宇
宙
の
本

源
と
自
己
の
本
体
を
同
置
す
る
思
弁
に
つ
い
て
、
・
初
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ

』ワ
ヱ白



ツ
ド
に
現
れ
る
三
人
の
哲
学
者
の
学
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
シ
ャ
ー
ン

デ
ィ
ル
ャ
（
断
且
辱
四
）
の
い
わ
ゆ
る
梵
我
一
如
説
に
続
い
て
、
ウ
ッ
ダ

ー
ラ
カ
・
ア
ー
ル
’
一
（
己
呂
己
秒
冨
隊
口
昌
）
は
、
万
物
の
根
本
原
因
と

し
て
有
（
、
鼻
）
を
考
え
、
最
高
の
神
格
で
も
あ
る
こ
の
有
か
ら
の
熱
、
水
、

食
物
の
三
神
格
の
開
展
を
説
く
。
ま
た
、
ヤ
ー
ジ
『
三
ャ
・
ヴ
ァ
ル
ク
ヤ

（
国
且
冒
ぐ
巴
匂
い
）
は
、
人
間
の
身
心
の
機
能
を
自
然
界
と
の
相
即
関
係
に

お
い
て
考
察
し
、
宇
宙
の
根
本
原
理
（
梵
）
と
個
体
の
最
高
原
理
（
我
）

の
同
一
性
を
説
い
て
い
る
。
彼
ら
ウ
・
〈
’
一
シ
ャ
ッ
ド
の
哲
人
の
主
張
に
、

以
後
の
思
想
の
祖
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
第
３
節
二
元
論
の
哲
学
」
で
は
、
主
と
し
て
サ
ー
ン
ク
ャ
派
の
哲

学
の
特
色
が
述
べ
ら
れ
る
。
サ
ー
ン
ク
ャ
派
の
二
元
論
の
特
徴
は
、
ま
ず

純
粋
精
神
原
理
（
霊
魂
）
を
心
身
か
ら
区
別
す
る
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

初
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
始
ま
る
関
連
資
料
の
考
察
に
続
い
て
、
「
サ

ー
ン
ク
ヤ
・
カ
ー
リ
カ
ー
』
（
曽
営
さ
首
‐
言
蔑
蔚
）
に
お
い
て
確
立
さ
れ

る
二
つ
の
実
体
的
原
理
、
純
粋
精
神
プ
ル
シ
ャ
宕
目
烏
画
）
と
根
本
原
質

フ
ラ
ク
リ
テ
ィ
（
目
色
冒
武
）
の
性
質
を
詳
述
し
、
二
元
論
を
超
克
し
て
一

元
論
を
志
向
す
る
後
代
の
思
弁
に
論
及
す
る
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ン
ク
ャ
派

哲
学
の
特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
転
変
説
（
冒
己
３
日
Ｐ
‐
乱
§
）
、
因
中
有

果
論
（
、
胃
‐
園
Ｈ
菌
‐
ぐ
目
凹
）
に
も
言
及
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
多
様

な
文
献
資
料
を
駆
使
し
て
、
二
元
論
哲
学
の
変
遷
が
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
．

「
第
４
節
一
元
論
の
哲
学
」
で
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
（
梵
）
が
世
界
の

質
料
因
言
風
呂
一
国
）
に
し
て
、
精
神
的
存
在
（
Ｏ
①
冒
己
巴
で
あ
る
と
説
く

ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
派
の
基
本
聖
典
『
ブ
ラ
フ
マ
・
ス
ー
ト
ラ
』
（
噂
§
ミ
塁
‐

の
ミ
ミ
）
の
主
張
を
受
け
て
、
同
派
を
代
表
す
る
三
人
の
学
者
の
見
解
が
示

さ
れ
る
。
梵
は
い
か
な
る
属
性
（
唱
目
徳
）
を
も
欠
い
た
絶
対
無
差
別

な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
（
留
鳥
胃
色
）
の
不
二
一
元
論
、

梵
が
無
数
の
善
美
な
る
属
性
を
そ
な
え
た
主
宰
神
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
精

神
と
非
精
神
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
具
有
す
る
こ
と
を
説
く
ラ
ー
マ
ー

ヌ
ジ
ャ
（
閃
幽
昌
自
三
四
）
の
具
有
不
一
二
元
論
、
主
宰
神
で
あ
る
梵
と
世

界
や
個
我
と
の
差
別
を
強
調
し
た
マ
ド
ゥ
ヴ
ァ
（
冨
呂
ぎ
ゅ
）
の
二
元
論
、

以
上
の
三
者
の
解
釈
の
対
照
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

「
第
５
節
多
元
論
の
哲
学
」
で
は
、
ま
ず
、
ア
ジ
タ
・
ケ
ー
サ
カ
ン

バ
リ
ン
（
ど
拝
色
嵐
。
困
冨
日
冨
冒
・
四
要
素
説
）
等
六
師
外
道
の
諸
師
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
の
五
原
理
（
六
実
体
）
か
ら
成
る
世
界
観
、
原
始
仏
教
の
五

穂
十
二
処
十
八
界
の
理
念
や
十
二
縁
起
に
見
ら
れ
る
分
析
的
思
考
法
が
簡

潔
に
述
雲
へ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
非
正
統
派
諸
思
想
に
対
し
、
よ
り
明
確
な

多
元
論
的
世
界
観
を
構
築
す
る
も
の
と
し
て
、
世
界
を
諸
要
素
の
集
合
と

考
え
（
積
集
説
胃
ｐ
日
ず
旨
‐
乱
烏
）
、
実
体
（
骨
四
ぐ
冒
）
を
初
め
密
接
に

関
係
し
た
六
の
範
嶢
ｅ
昌
曾
夢
凹
）
を
立
て
る
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
派
の

体
系
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
派
の
範
晴
論
は
、

他
学
派
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア

ー
ト
マ
ン
論
証
、
ア
ー
ト
マ
ン
の
一
・
多
と
遍
在
性
の
問
題
に
つ
い
て
、

『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
・
ス
ー
ト
ラ
」
（
冒
爵
亀
曾
‐
堕
曽
員
）
の
注
釈
書
類

や
諸
学
者
の
説
に
よ
り
、
『
サ
ー
ン
ク
ャ
・
カ
ー
リ
カ
ー
」
に
見
ら
れ
る
プ

ル
シ
ャ
（
霊
我
）
観
と
比
較
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。

「
第
６
節
唯
物
論
と
唯
心
論
」
で
は
、
最
初
に
、
霊
魂
の
永
続
性
を

認
め
ず
、
快
楽
主
義
に
立
つ
ロ
ー
カ
ー
ャ
タ
（
順
世
派
）
の
唯
物
論
に
つ
‐
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い
て
論
述
す
る
。
次
に
、
仏
教
伝
統
の
心
の
分
析
的
観
察
を
承
け
て
、
現

象
界
は
心
の
表
象
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
は
ア
ー
ラ
ャ
識
の
転
変
で
あ
る
と
い

う
唯
識
説
の
体
系
が
、
世
親
（
『
尉
呂
四
目
目
）
の
『
唯
識
二
十
論
』

（
罰
貫
員
《
さ
｝
ご
§
、
苧
量
目
曽
箇
‐
鼠
員
意
）
、
『
唯
識
三
十
頌
」
（
閂
衰
曽
愚
富

弓
ご
曽
萱
ご
首
ご
倉
箇
‐
鼠
量
営
）
に
沿
っ
て
展
開
さ
れ
る
。
さ
ら
に
中
観
派

の
哲
学
と
し
て
は
、
原
始
仏
典
に
由
来
す
る
空
性
（
箇
昌
ゅ
菌
）
に
つ
い
て

の
基
本
的
な
考
え
方
、
矛
盾
し
た
立
言
を
同
置
す
る
般
若
経
類
特
有
の
思

考
法
、
す
べ
て
の
も
の
は
固
定
的
な
実
体
、
本
性
を
も
た
な
い
（
無
自
性
）

空
で
あ
る
と
考
え
る
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
（
ｚ
凋
胃
旨
口
い
）
の
「
中
論
』

Ｓ
昏
暑
曽
菫
昌
曹
‐
ざ
息
言
）
に
論
及
す
る
。
そ
し
て
、
唯
識
説
の
〔
識
の
〕

有
（
存
在
す
る
こ
と
）
と
い
う
固
定
的
な
観
念
に
対
す
る
中
観
派
の
批
判

が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
２
章
で
は
「
認
識
の
構
造
」
と
し
て
、
哲
学
体
系
形
成
以
後
に
お
け

る
各
学
派
の
認
識
論
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
認
識
論
は
、
諸
学
派
が
独

自
の
思
想
を
展
開
す
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
り
、
上
述

の
存
在
論
も
認
識
論
と
の
密
接
な
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。

第
１
節
の
「
序
説
」
で
は
、
ま
ず
認
識
成
立
の
諸
要
件
と
し
て
、
認
識

手
段
（
冒
少
日
目
Ｐ
）
等
の
用
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
学
派
に
よ

っ
て
種
類
と
数
が
異
な
る
認
識
手
段
の
う
ち
、
直
接
知
覚
（
胃
自
制
厨
Ｐ
）
、

推
理
（
鱒
ロ
ロ
日
習
い
）
を
初
め
、
聖
言
量
（
闇
ｇ
秒
．
凋
Ｐ
目
色
等
に
つ
い
て

説
明
を
施
す
。
な
か
で
も
推
論
の
項
で
は
、
古
典
論
理
学
の
要
旨
が
示
さ

れ
、
初
学
者
に
は
有
益
な
導
入
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の

特
徴
的
な
認
識
手
段
の
分
類
等
に
も
触
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
在
論
的
な
無

形
象
知
識
論
、
観
念
論
的
な
有
形
象
知
識
論
に
関
す
る
議
論
を
、
説
一
切

有
部
、
経
量
部
、
唯
識
派
等
仏
教
諸
学
派
や
デ
ィ
グ
ナ
ー
ガ
ｅ
演
目
鴨
）
、

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
（
目
〕
胃
日
四
国
畳
）
等
の
主
張
に
基
づ
い
て
論
じ
て

い
る
。「

第
２
節
実
在
論
学
派
の
認
識
の
構
造
」
で
は
、
認
識
主
観
の
外
に

対
象
が
実
在
す
る
と
考
え
る
学
派
と
し
て
、
ニ
ャ
ー
ャ
派
を
中
心
に
、
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
派
、
ミ
ー
↓
、
－
ン
サ
ー
派
の
認
識
論
を
取
り
上
げ
る
。

初
め
に
、
直
接
知
覚
は
感
官
と
対
象
と
の
接
触
か
ら
生
じ
た
知
で
あ
る
と

い
う
『
ニ
ャ
ー
ャ
・
一
〈
Ｉ
ト
ラ
』
（
愚
昌
冒
‐
駒
§
§
）
の
定
義
を
巡
っ
て
、

ヴ
ァ
ー
ッ
ヤ
ー
ヤ
ナ
（
ぐ
喫
暑
脚
言
い
ロ
色
）
、
ウ
ッ
ド
ヨ
ー
タ
カ
ラ
（
ご
Ｑ
Ｑ
胃
○
‐

３
百
国
）
の
解
釈
が
論
じ
ら
れ
、
『
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
・
ス
ー
ト
ラ
』
、

『
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
・
ス
ー
ト
ラ
』
（
胃
曽
昌
蒼
昌
‐
畠
ミ
）
の
直
接
知
覚
説

に
も
言
及
す
る
。
さ
ら
に
、
「
｝
一
ヤ
ー
ャ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
直
接
知
覚
の

定
義
に
お
け
る
「
表
示
さ
れ
な
い
」
（
い
§
砦
呂
の
勘
Ｐ
）
と
い
う
語
に
つ
い

て
、
無
分
別
知
を
「
語
（
概
念
）
を
伴
わ
な
い
知
（
直
接
知
覚
）
」
と
解
す

る
ジ
ャ
ャ
ン
タ
・
ゞ
〈
ツ
タ
（
盲
息
昌
騨
‐
ｇ
属
官
）
の
説
が
中
心
に
述
べ
ら

れ
る
そ
し
て
、
判
断
を
欠
く
直
接
知
覚
（
昌
罵
ぐ
房
巴
冨
冨
胃
騨
ご
農
笛

無
分
別
現
量
）
に
関
し
て
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
、
’
一
ヤ
ー
ャ
両
派
の
諸

解
釈
に
基
づ
く
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。

「
第
３
節
二
元
論
学
派
の
認
識
の
構
造
」
で
は
、
サ
ー
ン
ク
ャ
派
（
及

び
ヨ
ー
ガ
派
）
の
認
識
論
が
問
題
と
さ
れ
る
。
最
初
に
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
派

を
中
心
に
種
々
の
直
接
知
覚
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
直
接
知
覚
の
知

は
対
象
に
対
す
る
決
定
知
（
且
与
幽
く
四
出
冨
）
で
あ
り
、
覚
（
盲
目
宮
）

に
含
ま
れ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
次
に
「
ユ
ク
テ
ィ
・
デ
ィ
ー
ピ
カ
ー
』

（
Ｋ
里
萱
《
‐
島
営
冨
）
、
「
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
カ
ウ
ム
テ
ィ
ー
』
（
門
ミ
さ
倉
‐
曾
麓
碧
晨
号
）
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の
直
接
知
覚
説
に
つ
い
て
、
前
者
が
感
官
と
覚
に
よ
る
二
種
の
直
接
知
覚

を
認
め
る
の
に
対
し
、
後
者
は
第
二
の
覚
に
よ
る
直
観
、
即
ち
負
等
の
認

識
と
ヨ
ー
ガ
行
者
の
認
識
を
直
接
知
覚
か
ら
除
く
こ
と
等
が
、
精
微
な
論

議
の
下
に
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ガ
派
の
直
接
知
覚
説
及
び
心

（
。
拝
冨
）
と
霊
我
と
の
関
係
を
、
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
」
（
ざ
贈
出
ミ
言
急
）

の
諸
注
釈
に
見
ら
れ
る
映
像
説
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
。

「
第
４
節
一
元
論
学
派
の
認
識
論
」
で
は
、
ま
ず
、
真
の
自
己
（
我
）

を
探
求
す
る
シ
ャ
ン
カ
ラ
に
つ
い
て
、
「
ウ
パ
デ
ー
シ
ャ
・
サ
ー
ハ
ス
リ

ー
』
（
唇
員
風
早
自
首
吻
邑
に
依
り
な
が
ら
、
そ
の
直
接
知
覚
の
構
造
を

論
述
し
て
い
る
。
加
え
て
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
と
同
じ
不
一
二
元
論
の
系
譜

に
あ
る
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
ャ
・
ア
ド
ヴ
ァ
リ
ー
ン
ド
ラ
（
ロ
ロ
目
白
胃
ど
ゅ
‐

目
ぐ
肖
冒
日
。
）
は
、
唯
一
な
る
精
神
性
（
８
洋
騏
昌
四
）
の
映
像
と
し
て
個

我
の
精
神
性
を
捉
え
、
そ
の
精
神
性
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
認
識
の
構
造
を

説
明
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
一
方
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
派
の
認
識
論
と
し

て
、
有
差
別
の
世
界
を
認
識
対
象
と
し
、
無
分
別
、
有
分
別
に
区
別
さ
れ

る
直
接
知
覚
の
両
方
が
限
定
さ
れ
た
も
の
を
捉
え
る
と
す
る
ラ
ー
マ
ー
ヌ

ジ
ャ
自
身
の
説
と
、
そ
れ
を
改
め
て
解
釈
し
た
も
の
を
要
約
し
た
シ
ュ
リ

ー
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
窃
国
‐
貝
ぐ
開
四
）
の
主
張
が
説
か
れ
て
い
る
。

「
第
５
節
ジ
ャ
イ
ナ
の
知
識
論
」
で
は
、
初
め
に
ジ
ャ
イ
ナ
教
独
特

な
相
対
論
（
喝
且
仙
乱
８
）
、
即
ち
物
事
を
一
方
的
に
見
ず
に
多
方
面
か
ら

見
る
考
え
方
（
不
定
主
義
伊
ロ
⑦
圃
口
武
冨
‐
ぐ
目
騨
）
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

次
に
、
ウ
マ
ー
ス
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
（
ご
日
尉
乱
巳
に
よ
る
知
識
論
の
体
系
が

示
さ
れ
、
感
官
知
を
間
接
知
（
目
『
○
ぽ
い
）
と
す
る
等
認
識
手
段
と
し
て

の
知
の
分
類
の
特
徴
や
、
知
覚
（
ゆ
く
侭
箇
冒
）
に
よ
る
認
識
の
過
程
が
示

さ
れ
る
。
そ
し
て
後
代
の
も
の
と
し
て
、
へ
１
マ
チ
ャ
ン
ド
ラ
（
国
の
ョ
甲

８
昌
国
）
の
知
識
論
を
そ
の
著
作
、
言
ミ
冒
倉
‐
毒
ミ
ミ
ミ
閨
に
よ
っ
て
紹

介
す
る
。
こ
こ
で
は
、
記
憶
（
の
冒
昌
）
や
再
認
識
Ｓ
３
ｑ
ｐ
ｇ
言
習
四
）

を
認
識
手
段
と
す
る
等
他
学
派
に
は
な
い
特
色
や
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
内
に
お

け
る
知
識
論
の
構
造
の
推
移
が
知
ら
れ
る
。
正
統
派
哲
学
に
加
え
て
、
近

年
資
料
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
認
識
論
を
取
り
上
げ
る

こ
と
を
評
価
し
た
い
。

第
６
節
で
は
「
真
知
論
と
誤
知
論
と
懐
疑
論
」
が
、
認
識
論
上
の
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
真
知
論
宕
団
冒
目
冨
‐
乱
§
〕
真
偽
決
定
方

法
論
）
は
、
知
（
認
識
）
の
真
偽
の
決
定
に
関
す
る
議
論
を
扱
う
。
な
か

で
も
知
の
「
真
」
は
自
律
的
に
成
立
し
、
「
偽
」
は
他
律
的
に
成
立
す
る
と

い
う
ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
派
と
、
知
の
「
真
」
と
「
偽
」
と
は
他
律
的
に
成

立
す
る
と
い
う
一
一
ヤ
ー
ャ
派
の
間
で
、
立
論
と
批
判
の
応
酬
が
な
さ
れ
て

い
る
。
続
い
て
、
直
接
知
覚
に
お
い
て
誤
知
は
ど
う
し
て
生
じ
る
の
か
と

い
う
こ
と
に
関
す
る
理
論
唇
圃
武
‐
乱
§
（
知
識
論
）
が
扱
わ
れ
る
。
こ

こ
で
は
、
バ
ー
サ
ル
ヴ
ァ
ジ
ュ
’
一
ャ
（
切
目
の
閏
ぐ
旦
目
）
が
著
し
た
『
’
一

ヤ
ー
ャ
・
ブ
ー
シ
ャ
ナ
』
（
黒
冨
曽
‐
專
湧
§
倉
）
に
よ
っ
て
、
八
種
の
誤
知

論
が
示
さ
れ
て
い
る
。
懐
疑
論
・
不
可
知
論
と
し
て
は
、
六
師
外
道
の
一

人
サ
ン
ジ
ャ
ヤ
（
蟹
且
当
四
国
①
匿
拝
巨
弓
具
冨
）
の
判
断
停
止
や
仏
教
の

無
記
、
否
定
の
論
理
を
繰
り
返
す
中
観
派
の
主
張
、
さ
ら
に
は
、
ロ
ー
カ

ー
ャ
タ
系
列
の
ジ
ャ
ャ
ラ
ー
シ
（
］
葛
胃
塁
）
に
よ
る
諸
原
理
の
徹
底
批

判
、
シ
ャ
ン
カ
ラ
派
に
属
す
る
シ
ユ
リ
ー
ハ
ル
シ
ャ
命
国
国
肖
笛
）
の
不

可
説
諭
を
取
り
上
げ
る
。
以
上
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
概
論
書
に
は
あ
ま

り
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
の
特
筆
す
今
へ
き
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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終
章
と
し
て
「
余
論
」
で
は
、
存
在
論
と
認
識
論
以
外
の
諸
問
題
に
簡

単
に
触
れ
る
。
解
脱
論
や
倫
理
学
と
い
っ
た
実
践
哲
学
、
言
語
の
哲
学
的

考
察
に
続
き
か
文
芸
論
（
詩
学
）
や
演
劇
論
と
い
う
美
学
の
問
題
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
る
。
歴
史
観
と
し
て
は
、
輪
廻
や
世
界
の
周
期
的
な
生
滅
等

循
環
的
反
復
的
な
時
間
の
観
念
が
、
イ
ン
ド
思
想
に
広
く
浸
透
し
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
最
後
に
研
究
の
手
引
き
と
し
て
、
原
典
や

参
考
文
献
の
所
在
を
知
る
た
め
の
書
目
を
紹
介
し
て
お
り
、
初
学
者
へ
の

配
慮
は
こ
こ
に
も
現
れ
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
全
容
で
あ
る
。
著
者
が
惜
し
む
よ
う
に
、
シ
ヴ
ァ
教
各

派
や
新
正
理
学
派
等
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
主

要
な
哲
学
思
想
は
網
羅
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
の
哲
学
体
系
の
概
要
を
知
る

上
で
何
ら
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
巻
末
に
は
、
利
用
者
の
便
宜
を
充
分
に
考
え
た
年
表
、
索
引
が
付

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
年
表
は
学
派
別
に
並
記
さ
れ
、
各
事
項
の
時
代

的
な
位
置
付
け
が
他
学
派
の
そ
れ
と
の
比
較
の
上
で
把
握
で
き
る
の
で
、

補
助
資
料
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
一
方
索
引
は
重
要
語
を
太
字
で

表
し
、
和
漢
語
索
引
に
は
原
語
が
添
え
ら
れ
る
等
細
か
な
気
配
り
が
見
ら

れ
る
。イ
ン
ド
学
研
究
の
現
状
は
、
限
ら
れ
た
分
野
の
研
究
に
埋
没
し
て
、
そ

れ
以
外
は
門
外
漢
で
事
足
れ
り
と
す
る
安
易
な
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
筆
者
も
含
め
て
研
究
者
自
ら
の
姿
勢
が
問
い
直
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
課
題
の
克
服
に
は
、
領
域
を

問
わ
な
い
巨
視
的
な
眼
と
網
羅
的
な
学
習
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

新
し
い
試
み
の
本
書
を
も
の
に
し
た
著
者
の
高
い
見
識
と
研
究
へ
の
熱
意

に
は
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。
そ
の
学
問
に
対
す
る
真
藝
な
姿
勢
に

敬
意
を
表
さ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
哲
学
を
専
門
と
す
る
者
だ
け
で
は
な
く
、
仏
教
研
究

者
が
本
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
問
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
仏
教
も
ま
た
、
他
の
諸
学
派
と
の
論
争
を
通
し
て
自
説

を
構
築
し
て
き
た
こ
と
は
歴
史
の
物
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仏
教
の
成
立

発
展
に
直
接
間
接
に
影
響
を
与
え
て
き
た
周
辺
の
イ
ン
ド
諸
哲
学
の
知
識

も
、
仏
教
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
の
要
素
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
時
に
、

仏
教
文
献
と
他
の
諸
学
派
の
資
料
と
の
比
較
研
究
は
、
今
後
大
い
に
注
目

す
寺
へ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
も
ち
ろ
ん
概
説
書
と
し
て
も
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
断
片
的
な
知
識
を
求
め
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
広
い
視
野

か
ら
イ
ン
ド
思
想
を
捉
え
よ
う
と
す
る
時
、
本
書
は
格
好
の
指
南
役
と
し

て
、
さ
ら
に
有
益
に
機
能
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

．
九
九
一
年
九
月
一
日
刊
平
楽
寺
書
店
Ａ
５
判
一

行
ｘ
十
四
五
一
頁
定
価
七
六
○
○
円
」
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